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研究成果の概要（和文）：本研究は、嚥下時に耳内から聴取できる耳内嚥下音が咽頭期嚥下の時間的指標として
利用できるのかを明らかにすることを目的とし、耳内嚥下音と、喉頭挙上遅延時間（LEDT）との関係性について
検討した。その結果、耳内嚥下音は嚥下のパターン形成器（CPG）の特徴の一部を反映しており、咽頭期嚥下の
シークエンス上の重要な定点であると示唆された。耳内嚥下音は、咽頭期嚥下の時間的指標として臨床応用がで
きる可能性がある。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to determine whether intra-aural swallow 
sounds, which can be heard from within the ear during swallowing, can be used as a temporal 
indicator of pharyngeal phase swallowing, and to examine the relationship between intra-aural 
swallow sounds and the laryngeal elevation delay time (LEDT). The results suggest that intra-aural 
swallowing sounds reflect some of the features of the Central Pattern Generator (CPG) and are an 
important fixed point in the sequence of pharyngeal swallowing. The intra-aural swallow sounds may 
have clinical applications as a temporal indicator of pharyngeal phase swallowing.

研究分野：嚥下

キーワード： 嚥下　耳内嚥下音　嚥下障害　喉頭挙上遅延時間
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究において、耳内嚥下音は中枢における嚥下のパターン形成器（CPG）の特徴の一部を反映している可能性
が高く、耳内嚥下音が咽頭期運動の定点として時間的指標となることが示唆された。耳内嚥下音を開始点とした
評価は、嚥下の惹起性にはほとんど依存せず、CPGの性格をよく反映していると考えることができる。このよう
な耳内嚥下音の性格を利用すれば、嚥下造影検査を施行することなく嚥下のシークエンスの時間的定点を類推す
ることが可能であり、非侵襲的に嚥下機能を評価する臨床応用も期待できると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
日本は超高齢社会を迎えており、様々な場面で嚥下機能を正確に低侵襲で評価することが求
められている。代表的な嚥下機能評価に、嚥下造影検査（VideoFluoroscopic examination of 
swallowing：以下 VF）と嚥下内視鏡検査（VideoEndoscopic examination of swallowing：以
下 VE）があるが、 VE は医師しか行うことができず、VF においては造影検査室を設置してある
特定の施設でしか実施することができない。また、VFを行う際には、被爆という侵襲の問題や
造影検査室へ移動する必要であり、容易に行うことが難しい場合も多い。そこで、様々な場面
で多職種が簡便に非侵襲的に嚥下機能を評価する試みが以前から報告されている。 
嚥下時の音に焦点をあてた研究では、土師らが、嚥下時に耳内から聴取する耳内嚥下音は、
耳管の開大に関連した音である可能性が高く、咽頭期嚥下の時間的指標となることが示唆され
たと報告している１.2）。 
 
２．研究の目的 
本研究は、耳内嚥下音が咽頭期嚥下の時間的指標として利用できるのかを明らかにする
ことを目的とし、耳内嚥下音と喉頭挙上遅延時間（laryngeal elevation delay time：以下
LEDT）との関係性について VF動画を用いて検討した。LEDT は、0.35 秒以上を示すと誤嚥す
る可能性が高いとされている３）。  
 
３．研究の方法 
対象は、嚥下困難感を主訴に当科を受診し嚥下造影検査を行った嚥下機能異常なし群 28
例、脳血管障害群 18例、舌・口腔癌群 16例。耳内嚥下音が生じた時間（O点）、造影剤の
先端が梨状陥凹底部に到達した時間（P点）、喉頭が最大位に達した時間(M点)とし、OM と
OP、LEDT（PM）の時間を計測し検討した（図 1）。まず検討１では、嚥下機能異常なし群の
耳内嚥下音の再現性と、喉頭挙上における OP、LEDT、OM の時間的関係性を検討した。検討
2では、疾患群の耳内嚥下音の再現性と、喉頭挙上における OP、LEDT、OM の時間的関係性
を検討した。検討 3では、嚥下機能異常なし群と脳血管障害群、舌・口腔癌群の比較検討
を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１．喉頭挙上曲線上の OP・PM(LEDT)・OM 

 
 
 
 
 
 



 
４．研究成果 
【検討 1】 
嚥下機能に異常のない症例において、耳内嚥下音は咽頭期嚥下早期の軟口蓋の挙上とほぼ一
致したタイミングに再現性をもって生じていることが明らかとなった。耳内嚥下音は、  O、P、
M の順番で CPG のシークエンスに沿って生じており、中枢における嚥下の CPG の性格をよく反
映していることが明らかとなった。 
 
【検討 2】 
疾患群の検討では、嚥下機能異常なし群に比べ測定値の信頼性が低く、鼻咽腔閉鎖の不十分
さや、耳管開の減弱、皮弁による口腔動作の音が耳内嚥下音の同定を難しくしている可能性が
あった。また、疾患群では、P点が O点に近づくか O点より前に生じており、P点の位置が、OM
に対して一定ではないと考えられた。  
 
【検討 3】 
OP、LEDT、OM の 3群の時間を比較検討した。OPは、嚥下機能に異常ない場合には分布の範囲
は狭いが、疾患群では測定値に個人差があることが明らかとなった(図 2)。次に、LEDT は嚥下
機能異常なし群に比べて脳血管障害群、舌・口腔癌群では有意な延長をみとめており、嚥下惹
起性が障害されていていることが示唆された（図 3）。また、OMは、嚥下機能異常なし群と舌・
口腔癌群に類似した特徴を有しており、すでに誤嚥を生じているような症例を含む脳血管障害
群においては延長していることが明らかとなった(図 4)。 
 
以上のことから、本研究において、耳内嚥下音は中枢における嚥下のパターン形成器（CPG）
の特徴の一部を反映している可能性が高く、耳内嚥下音が咽頭期運動の定点として時間的指標
となることが示唆された。耳内嚥下音を開始点とした評価は、嚥下の惹起性にはほとんど依存
せず、CPG の性格をよく反映していると考えることができる。このような耳内嚥下音の性格を
利用すれば、嚥下造影検査を施行することなく嚥下のシークエンスの時間的定点を類推するこ
とが可能であり、非侵襲的に嚥下機能を評価する臨床応用も期待できると考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2．OP の比較 
 

 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3．LEDT の比較 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4．OM の比較 
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